
堆肥・液肥を利用した地域密着型養豚経営
～菜果の国 鉾田から～
(有)石上ファーム常務取締役 石川 貴泰

奥田歩(OKUDAAyumi)
スタンプ



有限会社石上ファーム・グリーン興産
会社概要

・茨城県鉾田市に拠点があり、現在母豚２６００頭規模

・西台GP牧場450頭、CM徳宿牧場1150頭、CM柏熊牧場1050頭

（２サイトでの運営）

・肥育農場８ヶ所 養豚拠点１１か所・輸送課・本社

・関連会社(有)グリーン興産

（混合飼料製造・薬品配送・農業・５Ｓ・その他…）



グリーン興産(関連会社)
◆混合飼料(ライフパワー、グリーン酵素)の製造

◆各農場への配送

◆薬品の管理

◆５Ｓ推進の拠点

㈲石上ファーム





沿革
• １９３３年創業(昭和８年)先々代の石上武が食肉卸小売店開業

• １９５５年(昭和３０年)石上清泰、代表取締役に就任

• １９６５年(昭和４０年)柏熊に肥育農場開設

• １９７５年(昭和５０年)西台に肥育場開設

• １９７７年(昭和５２年)南野牧場に母豚２００頭開設

• １９７９年 本格的な一貫生産開始母豚６００頭

• １９８２年 西台肥育を繁殖部門に改修母豚１０００頭(有)石上ファーム設立

• １９８４年 徳宿牧場開設母豚２０００頭、(有)グリーン興産設立

• ２００１年 現在の本社完成、移転

• ２０１５年 石上 守 代表取締役社長に就任

石上 清泰 取締役会長に就任

• 母豚２６００頭(GP含む)規模で農場稼働

• デンマークよりダンブレット導入（２０１５年）





茨城県鉾田市
人口45,000人、農業産出額全国4位



鉾田市主要農畜産物品目別産出額

メロン・かんしょ 全国1位
イチゴ 全国2位

豚 全国6位



石上ファームの養豚の特徴

・霞ケ浦水質保全条例の規制下にあり、放流が出来な
い地域・・・



規制が厳しくなっている霞ケ浦条例
◆霞ケ浦条例・・・茨城県では、平成18年度に策定
した霞ケ浦に係る湖沼水質保全計画（第5期）で掲
げる長期ビジョンである「泳げる霞ケ浦・遊べる河
川」を達成するため、「霞ケ浦水質保全条例」（平成
19年10月1日）を施行し、流域の全てに渡り、適切
な排水処理をお願いする「垂れ流しゼロ」を目指す
こととしました。





1ℓにつきミリグラム
窒素 りん



豚から発生する糞尿
→糞は堆肥・尿は液肥で流通



既存浄化槽
膜処理済み
SS１㎎/１ℓ

GP牧場処理水





オールアウト後は堆肥舎に搬入



①堆肥の歴史・チャレンジ
２０１６年以前は全量無料堆肥
しかし・・・・・・
・全量無料で耕種農家に配送していたが、未発酵の
堆肥が多く、時代の流れと共に耕種農家からの要望
に変化。

→畑の近隣の人にニオイが強い、ハエが発生するな
どのクレーム

→良質堆肥の生産を決意！



豊田通商・メニコンとの研究



２０１６年メイン堆肥舎改造工事
before



２０１６年メイン堆肥舎改造工事
after



良質堆肥のチャレンジ
２０１７年～



マニアスプレッター車導入
販売開始



堆肥販売実績

2017年 ¥3,630,000

2018年 ¥2,562,000

2019年 ¥2,441,000

2020年 ¥3,968,000

2021年 ¥3,124,000



②液肥を活用した取り組み

・放流が出来ない地域で石上ファームは、
液肥を生産し、自社で管理している圃場に
液肥を散布

→従来は圃場の適正管理で良かったが…

→近年は規制が厳しくなり、作物に対して
の施肥基準設定も指摘される事も



自社で管理している圃場



バキュームカーでの散布も工夫



水質改善のスペシャリスト
バキュームダンパー車



before after



before after



新聞折込チラシで新規開拓＆液肥給水所



SNSを活用した液肥の取り組み



地元スーパー液肥販売



グリーン興産による液肥試験
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！



2022年12月に改善計画書を提出
８３ページのボリューム（改善費用約１億）

１．既存浄化槽に膜処理機器を設置し、新規処理施設である蒸発散施設を施工

→（膜処理機械２１００万、蒸発散機械部品３２００万、砕石・砂８００万、配管施工１800万、芝生１３０万、蒸発
散関係約８０００万）

２．堆肥舎近くの雨水排水の際、雨水に雨水以外の排水がされない様に新規排水マスの設置

→場内に落下している糞や長靴の裏についた汚れ、車両等のタイヤに付着した糞等が雨水により流出し
ない様に、コンクリートマスを増設

３．雨水以外の排水が起こらない様な、構造的施設改善

→２．関連する内容ではあるが、処理水を輸送しているポンプが故障した際にオーバーフローしてしまう構
造を改善

４．改善計画を基にした、従業員教育と各所メンテナンス→ポンプやフロートスイッチの予備など

※その他年間の液肥利用計画、作付け計画、毎月のバキューム運行記録、３カ年糞尿処理計画など…



１㎡10～20ℓ処理
石上ファームは
２０００㎡施工



①位置出し

②防水シート設置

③砕石敷

④配管



⑤盛土 ⑥芝生張り



before after



まとめ・今後の目標

・現在、日本の養豚場の多くは、糞尿処理に多額の投資をし、川に流せるほど浄化
しており、世界的に見ても環境に配慮した養豚経営です。しかし、現在の排水基準
も、あくまで暫定基準と明記されており、どのタイミングで思わぬ規制や、不測の事
態に陥るかわかりません。現在は、SNSの普及などもあり、畜産業に対する見られ方
も、グローバルな目線で生産する必要性が高くなっております。

・本日、お見せした資料はほんの一部です。環境規制が厳しくなる養豚業。という
未来は明日かもしれません。私の情報が各生産者の汚水処理の重大な失敗防止
に繋がる、啓蒙になれば幸いです。糞尿処理リスクは本当に大きい事を、各拠点で
共有して頂ければと思います。

・石上ファームは放流ができない地域だからこそ見つけられた、環境に配慮した養
豚業、地域との繋がりを大切にし、美味しい、高品質な豚肉生産を心がけ、鉾田市
農業の発展の一助になれる存在を目指していきます。
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